


















































ズムにともなって生成 ･消滅のサイクルを繰 り返 している｡
≡≧己さ三
図 1:シャーレ (直径 15cm)の 図2:変形体内におけるF-アクチン
中を移動する粘菌変形体｡ 繊維配向の模式図｡
3.自励振動する細胞原形質
細胞内の化学成分は､収縮 リズムに伴って変動する｡ 細胞内の情報伝達 として重
要なcAMP(cyclicadenosin3',5●-monophosphate)と酸化還元の補酵素であるN
ADH (nicotinanidoadenindinucleotide)濃度の変動を図3に示すOどちらも収
縮 リズムと同 じ周期で振動するが､位相関係が異なる｡ cAMP振動の位相は約1/
3進み､NADHでは約 1/ 3遅れている.この他に､細胞内で直接のエネルギー源
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に持続 したり (a),周期が約 1時間から.10分 と大きく異なる自励振動が現れた





図8:酵母抽出液における自励振動｡塀動は 250mM トレハロースを添加 して誘導 し
た｡縦軸は､340nnの吸光度で､NADH濃度に対応する｡
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9.解糖系のパターンダイナ ミクス
辞母抽出液の空間パターンの一例を図9に示す｡図の上方向に約 1mm/分の速度
で伝播する波動が見れる (a-C)0 NADH濃度の分布をみると､決 して均一では
なく､ところどころに斑点のような構造がある｡紫外線を照射すると (d- ∫)､
NADH濃度の薄い領域に､濃い領域が複雑に入り組んだ構造が覇者になるO波動の















に伝播する (a)0 2つの波動が衝突すると､互いに消滅する (b)｡ 拡大すると､
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図 10:ゲル中に-ぉける解噂系のパターン形成｡
(a)ADPによる波動の誘導O (b)波動の衝突Q (C)拡大図.
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